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「
近
世
の
琉
球
王
国
」
に
つ
い
て

増

山

雄

三

か

つ

て

沖

縄

県

は

「

琉

球

王

国

」

と

呼

ば

れ

、

独

自

の

文

化

を

形

成

し

て

き

た

が

、

十

四

世

紀

頃

の

琉

球

王

国

は

、

北

山

・

中

山

・

南

山

と

い

う

三

つ

の

小

国

に

分

れ

、

島

を

巡

る

抗

争

を

繰

り

広

げ

て

い

た

。

そ

の

う

ち

、

最

も

優

力

な

勢

力

は

、

現

在

の

浦

添

市

に

拠

点

を

置

く

中

山

で

、

舜

天

、

高

祖

、

察

度

の

三

家

が

栄

え

、

後

の

察

度

王

時

代

に

は

、

高

麗

瓦

葺

き

の

正

殿

を

中

心

に

、

石

積

み

城

壁

で

囲

ま

れ

た

大

規

模

な

城

に

な

り

、

周

辺

に

は

、

王

陵

や

寺

院

の

ほ

か

、

屋

敷

に

大

き

な

池

や

集

落

な

ど

も

あ

っ

た

。

ま

た

そ

の

頃

か

ら

、

中

国

と

の

朝

貢

貿

易

を

始

め

て

、

海

外

交

易

の

扉

も

開

き

、

当

時

、

琉

球

王

国

初

期

の

王

都

だ

っ

た

浦

添

は

、

後

に

大

交

易

時

代

を

迎

え

、

東

南

ア

ジ

ア

の

中

継

貿

易

拠

点

と

し

て

繁

栄

し

た

、

琉

球

王

国

の

礎

を

築

い

た

都

と

い

え

る

。

そ

れ

で

、

今

で

も

浦

添

市

に

は

、

中

山

の

王

城

で
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あ

っ

た

「

浦

添

グ

ス

ク

」

や

、

初

期

琉

球

国

中

山

の

王

陵

で

あ

る

「

浦

添

よ

う

ど

れ

」

も

あ

る

と

共

に

、

首

里

城

と

浦

添

グ

ス

ク

を

繋

い

で

い

る

、

石

畳

で

で

き

た

古

道

な

ど

、

多

く

の

史

跡

が

残

っ

て

い

る

が

、

十

五

世

紀

に

な

っ

て

、

王

都

を

首

里

に

遷

都

し

、

貿

易

拠

点

も

那

覇

に

移

し

、

王

国

の

基

礎

を

固

め

た

。

そ

れ

が

、

一

六

○

九

年

に

薩

摩

藩

に

進

攻

さ

れ

、

そ

の

支

配

下

に

入

っ

た

琉

球

王

国

は

、

朝

貢

貿

易

の

輸

出

品

調

達

な

ど

で

、

薩

摩

へ

の

依

存

を

深

め

な

が

ら

も

、

一

定

の

政

治

的

主

体

性

を

発

揮

し

、

中

国

を

宗

主

国

と

す

る

冊

封

朝

貢

関

係

を

維

持

し

、

幕

藩

体

制

に

吸

収

さ

れ

な

い

、

異

国

と

し

て

存

在

し

た

。

一

方

、

十

七

世

紀

後

半

～

十

八

世

紀

前

半

に

は

、

王

府

の

儀

礼

は

じ

め

社

会

全

体

の

中

国

化

が

進

み

、

国

王

を

中

国

皇

帝

に

な

ぞ

え

る

王

権

も

強

化

さ

れ

、

十

九

世

紀

半

ば

に

は

、

欧

米

諸

国

と

結

ん

だ

修

好

条

約

は

、

琉

球

独

立

の

可

能

性

も

含

ん

で

い

た

。

し

か

し

王

朝

は

、

そ

ん

な

事

に

つ

い

て

自

覚

し

な

い

ま

ま

、

「

日

中

両

属

」

の

現

状

維

持

を

望

ん

だ

の

で

、

両

属

を

否

定

す

る

、

日

本

側

の

明

治

政

府

に

、
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結

果

的

に

は

対

抗

す

る

事

が

で

き

な

か

っ

た

。

そ

れ

で

、

一

八

七

九

年

に

は

、

明

治

政

府

に

よ

っ

て

「

琉

球

処

分

」

を

受

け

た

が

、

そ

れ

ま

で

の

近

世

琉

球

は

、

中

国

を

宗

主

国

と

す

る

冊

封

関

係

を

維

持

し

な

が

ら

、

幕

府

将

軍

や

国

主

の

代

替

り

ご

と

に

、

幕

府

へ

の

臣

従

を

示

す

た

め

の

、

慶

賀

使

や

謝

恩

使

を

、

江

戸

へ

派

遣

し

た

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

薩

摩

へ

の

年

貢

納

入

も

強

い

ら

れ

、

中

国

と

の

朝

貢

貿

易

や

王

府

人

事

に

も

干

渉

さ

れ

、

歴

代

国

王

は

、

薩

摩

へ

の

従

属

を

誓

う

起

請

文

を

、

提

出

し

続

け

さ

せ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

で

、

沖

縄

学

の

父

と

言

わ

れ

て

い

る

伊

波

普

猷

は

、

沖

縄

を

朝

貢

貿

易

の

利

益

を

全

て

吐

き

出

す

「

長

良

川

の

鵜

」

と

評

し

て

、

か

つ

て

の

近

世

琉

球

は

、

薩

摩

の

傀

儡

国

家

と

み

な

さ

れ

た

が

、

今

は

、

中

国

と

幕

府

を

相

手

に

、

し

た

た

か

に

立

ち

回

っ

た

事

が

、

明

ら

か

に

な

っ

て

き

て

い

る

。

薩

摩

は

一

七

二

二

年

、

年

貢

増

収

を

目

的

に

、

首

里

王

府

に

対

し

土

地

調

査

を

求

め

た

が

、

そ

れ

は

、

一

八

三

五

年

に

は

九

万

九

千

石

と

さ

れ

た

、

琉

球

の
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土

地

生

産

高

は

、

そ

の

後

の

開

墾

で

っ

耕

地

面

積

が

大

幅

に

拡

大

し

て

い

た

の

で

、

検

地

を

す

れ

ば

、

年

貢

の

大

幅

増

に

繋

が

る

と

考

え

た

か

ら

だ

。

琉

球

史

が

専

門

の

、

豊

見

山

琉

球

大

教

授

に

よ

れ

ば

、

こ

の

時

の

交

渉

で

王

府

は

、

台

風

な

ど

の

自

然

災

害

に

よ

る

、

農

村

の

疲

弊

に

加

え

て

、

中

国

皇

帝

か

ら

の

冊

封

使

渡

来

に

伴

う

、

経

費

負

担

が

重

く

な

っ

て

い

る

と

主

張

し

た

の

で

、

検

地

は

行

わ

れ

ず

、

石

高

を

約

四

％

増

に

し

て

薩

摩

と

合

意

し

た

そ

れ

で

当

時

。

王

府

の

高

官

だ

っ

た

蔡

温

は

「

琉

球

に

は

中

国

や

幕

府

と

の

友

好

関

係

が

あ

る

か

ら

、

こ

れ

を

維

持

で

き

な

く

な

る

よ

う

な

負

担

を

、

薩

摩

が

要

求

す

る

事

は

な

い

」

と

、

王

府

に

具

申

し

て

お

り

、

薩

摩

の

弱

み

を

承

知

し

て

い

た

。

そ

れ

で

豊

見

山

教

授

は

、

「

薩

摩

の

政

治

的

圧

力

に

対

し

、

王

府

は

外

交

カ

ー

ド

を

持

ち

出

し

、

譲

歩

を

引

き

出

し

た

。

そ

れ

は

、

勝

つ

事

は

で

き

な

く

て

も

、

負

け

な

い

外

交

戦

略

を

持

っ

て

い

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

」

と

評

価

し

て

い

る

。

朝

貢

貿

易

の

実

態

に

つ

い

て

も

、

薩

摩

と

王

府

や
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琉

球

役

人

な

ど

が

、

そ

れ

ぞ

れ

出

資

し

て

い

た

こ

と

や

、

さ

ら

に

、

そ

れ

が

常

に

黒

字

と

は

限

ら

な

か

っ

た

事

と

と

も

に

、

王

府

が

朝

貢

関

係

に

つ

い

て

の

維

持

を

、

中

国

に

対

し

積

極

的

に

働

き

か

け

て

い

た

、

と

い

う

事

も

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

朝

貢

国

と

し

て

、

中

国

側

か

ら

「

琉

球

国

中

山

王

」

と

し

て

、

そ

の

地

位

を

保

障

さ

れ

て

い

る

限

り

、

琉

球

は

、

幕

藩

国

家

に

は

完

全

に

吸

収

さ

れ

な

い

と

い

う

、

異

国

で

あ

り

続

け

る

事

が

で

き

た

。

そ

れ

で

、

異

国

と

し

て

の

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

ー

を

確

立

す

る

た

め

、

十

七

世

紀

後

半

以

降

は

、

王

府

の

主

導

で

、

社

会

や

文

化

の

中

国

化

が

進

み

、

士

族

社

会

か

ら

村

落

ま

で

、

儒

教

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

や

、

風

水

の

思

想

が

取

り

入

れ

ら

れ

た

。

そ

ん

な

事

か

ら

、

父

系

の

血

縁

集

団

で

あ

る

門

中

や

、

祖

先

供

養

の

清

明

祭

な

ど

は

、

現

代

の

沖

縄

に

も

受

け

継

が

れ

て

い

て

、

そ

れ

と

同

時

に

、

王

府

儀

礼

な

ど

を

通

じ

て

王

権

も

強

化

さ

れ

た

。

歴

代

国

王

の

肖

像

画

に

画

か

れ

た

、

冠

の

玉

石

の

列

は

当

初

七

条

で

、

明

の

冠

服

制

度

で

は

、

皇

帝

の
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孫

に

あ

た

る

ラ

ン

ク

だ

っ

た

が

、

十

八

世

紀

半

ば

に

は

、

十

二

条

の

皇

帝

ラ

ン

ク

に

変

り

、

清

に

代

っ

た

中

国

を

宗

主

国

と

し

つ

つ

、

流

経

国

内

で

は

、

王

を

皇

帝

に

な

ぞ

ら

え

て

い

た

事

が

う

か

が

え

る

。

一

八

五

○

年

代

に

な

っ

て

、

琉

球

が

米

仏

蘭

と

の

間

で

、

修

好

条

約

を

結

ん

だ

事

は

、

こ

れ

ら

の

国

か

ら

独

立

国

と

認

め

ら

れ

た

事

を

意

味

し

た

が

、

そ

の

後

の

琉

球

処

分

に

至

る

、

明

治

政

府

と

の

交

渉

で

、

王

府

は

そ

れ

を

も

と

に

独

立

は

主

張

し

な

か

っ

た

の

は

、

王

国

体

制

の

維

持

に

こ

だ

わ

り

、

自

ら

を

、

変

革

さ

せ

る

事

が

で

き

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で

、

琉

球

王

国

と

い

え

ば

耕

地

に

乏

し

い

国

だ

が

、

そ

れ

ゆ

え

、

海

外

と

の

交

易

に

頼

ら

ざ

る

を

え

な

か

っ

た

、

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

強

か

っ

た

も

の

の

、

近

世

琉

球

は

農

業

を

土

台

と

し

て

、

社

会

が

成

り

立

っ

て

い

た

と

い

う

。

と

い

う

の

は

、

琉

球

王

府

が

作

成

し

た

土

地

台

帳

に

よ

れ

ば

、

沖

縄

島

の

耕

地

面

積

は

、

河

川

の

改

修

に

よ

る

治

水

が

進

ん

だ

結

果

、

十

七

世

紀

の

八

千

八

百

五

十

ヘ

ク

タ

ー

ル

か

ら

、

十

八

世

紀

半

ば

に

は

一
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万

九

千

七

百

ヘ

ク

タ

ー

ル

と

、

倍

以

上

に

広

が

っ

て

き

て

い

る

規

模

に

な

っ

て

い

て

、

こ

の

う

ち

水

田

に

つ

い

て

は

、

三

割

以

上

を

占

め

て

い

る

。

ま

た

、

琉

球

で

は

稲

の

二

期

作

が

可

能

で

、

サ

ツ

マ

イ

モ

は

年

に

九

回

も

植

え

つ

け

た

と

い

う

記

録

も

あ

り

、

中

国

や

日

本

か

ら

の

輸

入

品

に

は

、

日

常

の

食

料

品

が

含

ま

れ

て

い

な

い

事

か

ら

も

、

食

料

は

全

て

に

わ

た

り

、

自

給

で

き

て

い

た

と

い

う

。

更

に

、

沖

縄

園

内

に

伝

わ

る

年

中

行

事

と

い

う

の

は

、

実

は

農

業

祭

祀

が

中

心

に

な

っ

て

い

て

、

稲

の

豊

作

祈

願

や

収

獲

祝

い

に

由

来

す

る

も

の

が

多

く

あ

り

、

稲

わ

ら

を

用

い

る

綱

引

き

行

事

に

つ

い

て

も

、

各

地

に

そ

れ

ぞ

れ

の

形

式

で

残

っ

て

い

る

。

そ

れ

で

、

農

地

の

大

半

は

、

戦

後

に

な

っ

て

サ

ト

ウ

キ

ビ

畑

に

姿

を

変

え

て

し

ま

っ

た

が

、

沖

縄

の

稲

作

発

祥

の

地

と

伝

え

ら

れ

て

い

る

、

沖

縄

県

南

城

市

に

あ

る

「

受

水

・

走

水

の

泉

」

で

は

、

今

も

旧

正

月

の

最

初

の

午

の

日

に

は

、

「

田

植

え

の

儀

式

」

が

執

り

行

わ

れ

て

い

る

と

い

う

。

令

和

四

年

十

月


